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視 覚 文 化 へ の コ ン ピ ュ ー タ の 影 響 を 探 る た め に
レフ ・マ ノ ヴ ィ ッチ 『TheEngineeringofVisionfromConstructivism
toComputer』か ら
水野 勝仁/名 古屋大学大学院人間情報学研究科博士前期課程
1990年代 に は マ イ ク ロ ソ フ ト社 の
Windows95やア ップル社 のiMacな ど に見
られ るように,今 まで コンピュータ とは縁 の
なか った一般家庭 にまで,パ ー ソナル ・コン
ピュー タとい うかた ちで情報 テ クノ ロジーが
浸透 して いった。 その結 果,私 たちは,多 く
の時間を コンピュー タ ・デ ィスプ レイ とい う,
新 しい画面をみつめなが ら,過 ごす 時間が多
くな って きて いる。 このよ うにデ ィジタル ・
テクノロジーが,視 覚文化 に対 して影響 を与
えて いる現代社会では,コ ンピュータ との関
係 において,視 覚文化を新 たに考察 する必要
があると思われ る。
旧ソ連 出身で,現 在 は,ア メリカを拠 点に
活躍す るニ ューメデ ィアの理論 家 レフ ・マ ノ
ヴィッチは,映 画や写真などのメデ ィアが持 っ
ている特性 と,コ ンピュー タとの間に どのよ
うな関係が あるのかを,ひ とつのテーマ とし




ロシア構成主義か らコ ンピュー タに連な るひ
とつの流れ を追 うことで,現 在 の視覚文化 に
おいてコ ンピュータを,ど のようにとらえ る
ことが可能 なのか を考察す る。
マノヴィッチはロシア構成主義か らコンピュー
タへと至 る,ひ とつ のキーワー ドと して,エ
ンジニア リング とい う語 を挙 げている。1870
年代 に,科 学 と工業 との連携 のなかで現れた,
エ ンジニア リングが 目指す のは,最 少のエ ネ
ルギーで,最 大 の成果 を得 るように,行 為を
効率化 してい くことである。 そ して,彼 は,
この効率化を推進 してい く概念 が,視 覚 を用
いた コ ミュニケー シ ョンに影響 を与 えてい っ
たと して いる。
ロシア構成主義は,バ ウハウスのモホ リ=
ナギが追求 した,マ ス ・コ ミュニケー シ ョン
の合理化 と言え るものを,さ らに展 開 した も
ので あった。社会主義 の ロシアにおいては,
国全体,国 民のすべて にむ けて,プ ロパ ガ ン
ダを行 う必要性があ り,そ のひ とつ として,
視覚的要素,ア ー トが用い られた。 ロシアで
は,INKhUK(イ ンクフ:芸 術文 化研 究所)
をは じめと して,1920年代 にアー トに関す る
機関 がい くつか設立 されお り,そ れ らの機関
では,ア ーテ ィス トと実験心理 学者 とが コラ
ボ レーシ ョンを行 い,視 覚的要素の効果 と,
その組み合 わせによって,い かにコ ミュニケー
ションを効率化す ることがで きるかが,調 査
されていた,と マノヴィ ッチは指摘す る。
視覚 が,人 間の感情 ・考え方 に影響を与え
るとして,ロ シア構成主義 のアーテ ィス トた
ちは,心 理学者 とコラボ レーシ ョンを行 った。
ここで,マ ノヴ ィッチは,西 洋で は,大 勢 と
して,理 性 が,視 覚 よ りも優位 な立場 にある
が,こ の理性 と視覚 との関係 に対 して,ひ と
つの文化 的態度 の変化 が,1920年代 に起 こっ
た と考察 する。 それまで,デ カル トやバ ーク
リの ように,イ メー ジを用 いた思考 では,抽
象的概念 の操作 が不可能 だ と思 われていたが,
この時期 に現 れた,ジ ョン ・ベ ンのべ ン図,
フ ラ ン シ ス ・ ガ ル ト ン のComposite
photograph,セル ゲイ ・エ イゼ ンシュタイ
ンのモ ンター ジュとい う手法 が,視 覚 を用 い
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た論理 的思考 を可能 に したと,彼 は分析 し,
次の ように述 べて いる。 「ベ ン,ガ ル トン,
エイゼ ンシュタイ ンのおこなったことは,も
の ごとを より効率良 く考え ることで あり,同
時に,思 考 を外面化す ることで,よ り扱いや
す くし,思 考 を見 えるかたちにす るとい うこ
とで あった。」彼 らは,写 真 や映画 とい う,
新 しいテ クノ ロジーを用 いることで,今 まで
不可能 だ とされていた,視 覚 による論理 的思
考 の実践 を試 みたので あった。
な ってい ってい る。 こうして,人 間は,人 間一
機械 システムの一部 の組 み込 まれてい く。 こ
こで,重 要にな って くるのは,人 間 と機械の
コ ミュニ ケー シ ョンの問題 である。つ ま り,
機械が情報を表示 するデ ィスプ レイを見つ め
る,オ ペ レー ターに,何 を見せ るのか,そ し
て,ど の ように見せるのか が,大 きな問題 と
な りゴ情報処 理装置 の一部 としての視覚 とい
うものが登場 して くる と,マ ノヴ ィッチは述
べて いる。
また,第 一次世界大戦で は,ガ ル トンが用
いた写真 が,新 しい偵察 の手段 と して用い ら
れていたが,第 二次世界大戦 に,レ ーダー と
い う装置 が開発 される。 マノヴ ィッチは,こ
の レーダーが,視 覚的 コ ミュニ ケー シ ョンの
効率化 とい う流れ に,大 きな意味を持 ってい
ると考 え る。 レーダーとコ ンピュー タの登 場
によ って,現 実 を,い かに視覚的 に再現 して,
把握 するのか とい うこ とが,新 たな局面 を迎
えた。 レーダーにおいて,物 体 は,デ ィス プ
レイ上 に,点 として表示 され る。それは,位
置を知 るために,そ の他 の物体 の形状や色な
どは,必 要 ないか らで あ り,ま た,形 状 や色
な どを表示す るこ とは,物 体 の位置を知 るこ
とを,第 一 の 目的 とす る,こ の装置 にとって
は,識 別 の作業 に ミスを生 じさせ る恐れがあ
るとされ るか らである。認知 の効率性を挙げ
ることをめ ざし,コ ンピュータは,必 要な も
のだけを,自 動 的に取捨選択 して,画 面に表
せ るよ うにな った と,彼 は分析す る。そ こで
は,私 た ちの視覚 は,も はや 「見え ること」
を意 味 しな くなる。 なぜな ら,私 たちの視覚
が捉え ることができない遠距離 の ものや,も
ともと人 間の眼では捉 える ことがで きな い も
のが,コ ンピュータによ って,視 覚化 されて
い くか らであ る。 そ して,そ の視覚化 され た
ものを もとに,私 たちは,判 断 を下す ように
これ らの視 覚情報 による コ ミュニ ケーシ ョ
ンの効率化の追求 とい うべ き ものは,現 代の
ポス ト工業化 社会 において顕著 に見 られ るよ
うにな ってきてい ると思 われる。 コ ンピュー
タは多 くの情 報を瞬時 に処理 しデ ィスプ レイ
に次 々に映 し出 し,人 間はそのイメージを,
で きるだ けはや く認知 して,反 応 しなければ
な らな くな ってい る。 そのため,コ ンピュー
タ ・スク リー ンに映 し出される視覚情報 を,
情報処理装置 としての人間 の視覚が,よ り効
率的 に処理で きるよ うに してい くことが 目指
されている。そのひ とつの例が,マ ルチ ・ウィ
ン ドウシステ ムを用いたグラフ ィカル ・ユー
ザー ・イ ンター フェイス(GUI)で ある。そ
して,こ の効 率的に視覚情報 を処理 しようと
いうことは,私 たちの 日常生活 における,テ
レビのザ ッピングに も見 る ことができる。そ
こで は,必 要な部分 だけを,選 択 してい くこ
とで,効 率 よ く,情 報 を得 る とい うことが行
われて いるQそ れは,今 までの映像へ の接 し
方 とは,異 な るものである。
このよ うに,ロ シア構成主義 か らの,視 覚
情報 を用 いた コ ミュニケー シ ョンの効率化を
推 し進 めてきた流れのなかに,コ ンピュータ
をとらえることが可能であるという,マノヴィッ
チの考察 は,視 覚文化 を考 えてい くうえで,
深 い示唆 を もつ と考え られ るのである。
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